
Vol.125 ～あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

先月までは暑い日が続き、冷房をしばらくつけてからでないと寝付けませんでしたが、10月を迎えて、夜

はすっかり涼しくなって過ごしやすくなり、朝までしっかりと布団に包まっています。本格的な秋の到来が

肌で感じられるようになりました。皆様は、お元気でお過ごしでしょうか。こんにちは、院長の喜多です。 

さて、今年は天文現象の当たり年と言われているのをご存知ですか？ 一年を通じて、惑星の接近、流星

群などの天文現象が数多く観測できる貴重な年だそうです。 例えば、１０月６日には、約２年２ヶ月ぶり

に火星が地球に最接近します。（約 6210 万ｋｍまで近づく大接近だそうです。）今シーズンの火星は６月か

ら来年１月上旬までは１等星よりも輝きが強く、大接近する１０月６日前後は木星よりも明るくなります。

宵
よ い

空
ぞ ら

（日没後１時間位）で一番明るくなります。また、10 月３日の宵から 4 日の明け方には、月齢 16 の

満月過ぎの月（白色）と火星（赤色）が接近して、並んで一晩中見えるそうです。 木星と土星は今年の３月

頃から少しずつ近づいて来て、秋から年末にかけては、火星よりも早い時刻に、並んで見えるそうです。10

月 22 日の夕方から宵にかけては、月と木星が接近し、土星とも並んで見えるそうです。木星は、とても明

るく光る惑星で、建物などに遮られなければ、街明かりがあるようなところでも簡単に見つかるそうです。

いて座、やぎ座の辺りで探せます。木星は 12 月中旬以降、太陽に近づいて見えにくくなりますが、12月中

旬～下旬に、夕方の西の低空で土星と超大接近する珍しい現象が起こります。 10 月 14 日の未明から明

け方には、東の空で月齢 26 の細い月と金星（明けの明星）とが接近して、美しく見えるそうです。 10 月

21 日にオリオン座流星群の活動が極大となり、１２月１２日～１４日頃には、ふたご座流星群の活動が極

大を迎えて、１時間あたり 20 個を超える流星が出現して、今年は新月で観測は好条件だそうです。（昔、極

寒の富良野の夜空で、初めて流星を見た際には、目で追える時間が瞬間で、願い事は出来ませんでした。） 

今年は新型コロナ感染症の影響により、家族でアウトドアを楽しむ人が増えているそうですので、秋や冬

のキャンプ場で天体を観測するのもいいですよね。滋賀県内には山間にあるキャンプ場も多く、お勧めです。 

発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885 

ホームページ http://www.kita-dental.jp



 

  



 

 

  



 

  


